鎌倉市ファミリーサポートセンター運営事業業務（長期継続契約）仕様書

（目的）

１　本事業は、子育て家庭等の育児又は家事の援助（以下「当該援助」という。）を受けたい者と当該援助を行いたい者の、相互援助活動を支援することにより、地域ぐるみで子育て家庭等を支え、心豊かに暮らせる環境づくりを行うことを目的とする。

（事業の実施）
２　鎌倉市ファミリーサポートセンター事業実施要綱及び鎌倉市ファミリーサポートセンター会則に定めるファミリーサポートセンター事業は、支援会員と依頼会員からなる会員組織である鎌倉市ファミリーサポートセンター（以下「センター」という。）により行うものとする。
（事業の内容）

３　センターは当該援助に関する次の業務を行う。

⑴　支援・依頼会員の募集、登録等の組織づくり

⑵　支援・依頼会員の相互援助活動の調整及び支援

⑶　支援・依頼会員に対する事業の周知及び講習会等の実施

⑷　支援・依頼会員相互の交流及び情報交換の場の提供

⑸　センターの広報及び啓発活動

⑹　関係機関との連絡及び調整

⑺　その他相互援助活動の実施に必要な業務

（アドバイザー）

４　センターにアドバイザーを置く。

⑴　アドバイザーは支援・依頼会員の中からサブ・リーダーを選び、センターの広報啓発活動、各種事業への開催協力など補助的な業務をサブ・リーダーに対して行わせることができる。
⑵　アドバイザーは、次の業務を行う。

ア　センターの事業内容の周知及び啓発

イ　支援・依頼会員の募集及び登録に対する助言

ウ　支援・依頼会員の登録及び登録の取り消し

エ　支援・依頼会員の統括

オ　サブ・リーダーの選任

カ　サブ・リーダーの育成・指導

キ　支援・依頼会員の相互援助活動の調整

ク　支援・依頼会員等に対する講習会、研修会及び交流会等の実施

ケ　支援・依頼会員間のトラブルへの助言

コ　他のセンター及び関係機関との連絡及び調整

サ　その他事業の運営に必要な業務

（センター事務局の運営時間）

５　事務局の運営時間は、次に掲げる日を除く日の午前９時から午後５時までとする。

⑴　日曜日
⑵　国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日
⑶　鎌倉市青少年会館条例（平成６年３月条例第12号）第３条に規定する休館日
⑷　その他市長が休館を承認した日
（職員及び配置人数）
６　アドバイザーは、センターの運営に必要な人数を配置することとする。アドバイザーは、子育て問題等についての知識、経験を有し､相互援助活動に理解を示す者とする。
（勤務形態）
７　アドバイザーの勤務時間はセンター事務局の運営時間とする。月末までに、翌月分の勤務予定表を提出するものとする。
（報告書の提出）
８　本事業の実施状況を記載した報告書を、次のとおり提出するものとする。
　⑴　活動月報　毎月分を翌月の15日以内
　　ア　会員数の推移
　　イ　活動件数の推移
　　ウ　月内に実施した事業結果
　　エ　その他

⑵　実績報告書　毎年度４月末日まで及び事業完了後１月以内
（その他）
９　この仕様に定めのない事項及びこの契約に関し疑義が生じたときは、鎌倉市及び○○○○○○○○両者で協議の上、解決するものとする。
